非常災害対策のために講ずる措置の概要
	障害福祉サービスの種類
	共同生活援助

	事業所名
	グループホーム○○○


	措　置　の　概　要

	１．消火設備その他の非常災害に際して必要な設備の一覧
・事業所の床面積（○○○）㎡※面積（㎡）を記載した平面図を添付してください。
　　　（CH･GHについては各住居ごとの床面積を別紙で提出してください。）
・消火器　　　　　　　（　６　）本
　　・自動火災報知機　　　（ 有 ・ 無 ）
　　・火災通報装置　　　　（ 有 ・ 無 ）
　　・スプリンクラー　　　（ 有 ・ 無 ）
　　・その他　・食糧・飲料水の備蓄（約20人×３日分）
　　　　　　　・各所に誘導灯と避難はしごを設置
　　
２．非常災害に関する具体的計画の概要
※作成している具体的な計画（防災対策マニュアル等）を添付してください。
非常災害時に際しての具体的な計画（別添参照）を作成し、

・事前対策の実施

・初動対策の実施

・早期のサービス再開

・地域での役割（自主防災組織への参加等）

・緊急時の連絡体制　　　　　　　　　　　　について規定している。　　　
３．非常災害時の関係機関への通報及び連絡体制の概要
・消防署等への通報マニュアルを電話機付近に備え付けている。

　　・職員連絡網及び緊急連絡先一覧を作成し、事務所に掲示している。

・災害伝言ダイヤルを活用する。そのための操作法の周知を行っている。

・ツイッター、ショートメールなど電話以外での連絡方法の活用。

　　・緊急時の職員勤務規定を作成している。
４．非常災害に備えるために定期的に行われる避難、救出その他の必要な訓練の概要及び回数
ＣＨ・ＧＨの例）
・災害別避難訓練　年間１２回（毎月１回、火災・消火訓練及び地震避難訓練を行う）

　　・地域での防災訓練への参加（年１回）

　　・救急救命講習への参加　年１回

　　障害者支援施設、通所系事業所の例）

　　　消防計画に基づく避難訓練を年２回実施。防災訓練チェックリストを作成し、結果について検討会を行っている。実施に際しては○○市消防本部に訓練計画を提出し、消防署員を派遣してもらい、通報から避難・消火訓練の評価、指導を受けている。


記載例








